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1976年 2月 5日から7日迄の3日間にわたり同研究所で開催 された｡
表面系物性に関する研究は,実験技術の進歩により表面の制御が可能になり,また多
彩な測定方法が開発されたことにより,急速に発展しつつある｡我国においても研究者
の関心は高まって来ており,基研でも過去 2回の短期研究会が開かれた｡第 1回 (19




1.準2次元系 (MOS反転層電子,液体 He面に捕えられた電子 )に関しては,既
に精密な研究が理論的にも実験的にも我国でも進行中である｡ その基礎の上に立って特
に今回は多体効果 (個別 起スペクトル,超伝導, Wigner結晶?)を中心 とした｡日
程の第 3日がこの分野にあてられた｡
2.原子的構造を考慮した表面電子状態の理論は,それ自身興味深いものであるとと










午前 (座長 ;中山正敏 )
5al. 表面の電子論* (北大触媒研,戸谷富之 )
午後 (座長 ;前半,金森順次郎 ;後半,佐久間哲郎 )
5pl. 半導体表面の実験的研究 (東大工,小間 簾)
5p2. 低速電子線回折における菊池像の固体表面物性研究-の応用 (学習院大理,
村田好正,村上俊一 )
5p3. MOS構造の界面準位の模型計算 (広島大工,大坂之雄 )
5p4. 分子線による表面格子振動の研究(北大触媒研,浅田 洋,戸谷富之 )
5p5. 表面の格子振動 (京大理,松原武生 )
2月6日
午前 (座長 ;長岡洋介 )
6al. 電場イオン分光と電子スピン偏極による表面電子状態の研究(富士通研,内
海孝雄 )
6a2. 遷移金属 (特にNi)の表面磁性 (北大理,高山 - )
6a3. 磁性体の界面とスピン波 (神戸大理,利根川孝 )
6a4. 中性分子と固体表面との交換相互作用 (北大触媒研,中村 孝 )
6a5. 金属表面上の吸着層の電子構造 (東大理,塚田 撞 )
午後 (座長 :前半,植村泰忠 ;後半,菅野暁 )
6pl. 化学堺着と触媒作用* (東大理,田丸謙二 )








午前 (座長 :戸谷富之 )
7al. 強磁場下Si-MOS反転層におけるoxx-0状態の性質 (実験 ) wigner
結晶?(学習院大理,川路紳治,若林淳一 )
7a2. 強磁場におけをSi-MOS反転層のWigner格子 (東大理,塚田捷 )
7a3. 強磁場中Wigner格子の安定性とColectivemode(東北大理,福山秀敏 )





午後 (座長 :前半,福山秀敏 ;後半,川路紳治 )
7pl. InAs表面反転層における起伝導(学習院大理,川路紳治,三木新一郎,木
下貞雄 )




7p5. Heの表面原子のripplon散乱移動度 (東大教養,斎藤基彦 )
7p6. 表面電子に対する光学型格子振動の効果 (山口大工,松浦 満 )
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